
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：38
問題あり：1件
要確認：2件
問題なし：35件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

斎藤洋明（さいとう・ひろあき）

記載内容：「斎藤洋明（さいとう・ひろあき）」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び首相官邸公式サイトで確認

新潟県岩船郡神林村（現・村上市）

記載内容：「新潟県岩船郡神林村（現・村上市）」

検証結果：✓正確

根拠・出典：神林村は2008年4月1日に村上市、荒川町、山北町、朝日村と合併し村上市となった

学習院大学法学部政治学科

記載内容：「学習院大学法学部政治学科」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び公式プロフィールで確認

神戸大学大学院

記載内容：「神戸大学大学院で国際学修士号を取得」

検証結果：△要確認

正しい情報：「神戸大学大学院国際協力研究科博士前期課程（地域協力政策専攻）修了」

根拠・出典：Wikipediaでは「国際協力研究科」と記載されており、「国際学修士号」という表記は不正確

公正取引委員会事務局

記載内容：「公正取引委員会事務局」

検証結果：△要確認

正しい情報：「内閣府公正取引委員会事務総局」

根拠・出典：Wikipediaでは「事務総局」と記載

第46回衆議院議員総選挙
記載内容：「2012年、第46回衆議院議員総選挙」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び選挙記録で確認

2. 数値情報  

生年月日：1976年
記載内容：「1976年に新潟県岩船郡神林村に生まれ」
検証結果：✓正確

根拠・出典：公式には「1976年12月8日」生まれと確認
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50票差（2017年）
記載内容：「2017年にはわずか50票差という歴史的僅差で小選挙区惜敗」
検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び報道で「50票差」「歴代1位の惜敗率の高さ（99.947%）」と確認

2019年9月13日総務大臣政務官就任
記載内容：「総務大臣政務官在任中の2019～2020年」
検証結果：✓正確

根拠・出典：「2019年9月13日、第4次安倍第2次改造内閣で総務大臣政務官就任」をWikipedia及び首相官邸で確認

2024年10月の石破茂内閣発足時に財務副大臣就任
記載内容：「2024年10月の石破茂内閣発足時には財務副大臣に就任」
検証結果：✓正確

根拠・出典：首相官邸公式サイト及び報道で「2024年10月2日に方針固める、3日閣議決定」を確認

在職期間約13年（5期）
記載内容：「現在までの在職期間は通算約13年（5期）」
検証結果：✓正確

根拠・出典：2012年初当選から2024年まで5期当選をWikipediaで確認

地域社会再生事業費4200億円
記載内容：「税収潤沢な大都市の財源を4200億円規模で地方に重点配分」
検証結果：✓正確

根拠・出典：自民党公式サイトの斎藤議員プロフィールで確認

3. その他の重要な事実関係  

麻生派所属

記載内容：「党内では麻生派に所属し」

検証結果：✓正確

根拠・出典：報道で確認

2017年の惜敗率
記載内容：「歴史的僅差」

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia「歴代1位の惜敗率の高さ（99.947%）」

統一教会との関係

記載内容：統一教会関連の記述

検証結果：✓正確

根拠・出典：Wikipedia及び報道で「推薦確認書」への署名を確認

神林村の合併年

記載内容：「神林村（現・村上市）」

検証結果：✓正確

根拠・出典：2008年4月1日の合併をWikipediaで確認
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改善提案  

修正が必要な箇所  

1. 神戸大学大学院の専攻名: 「国際学修士号」→「国際協力研究科博士前期課程（地域協力政策専攻）修了」に
修正

追加確認が推奨される情報  

1. 公正取引委員会の正式名称: 「事務局」か「事務総局」かの確認

2. 具体的な政策実績の数値: 地域社会再生事業費以外の具体的な予算措置額

3. SNSフォロワー数: 記事中の推定値について最新の正確な数字の確認

全体的な評価  

記事の大部分の固有名詞、数値、事実関係は信頼できる公的資料と一致しており、高い精度を保っています。主要

な誤りは神戸大学大学院の専攻名の記載のみで、その他はほぼ正確な情報です。
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